
1群単位の申請方法のコツ～委員会からのメッセージ～

• 本委員会は、日本糖尿病療養指導士認定更新のため
の第1群看護の研修会の申請を受け、審査を行ってい
ます。

• 委員会の基本姿勢として、皆様から申請された研修会
を、出来るだけ第1群看護の研修会として、認定してい
きたいという考え方で審査に臨んでおります。

そこで、研修企画をしてみようかな、と思われる方に向けて、企画から
申請までの流れをイメージしやすいようにお示しいたします。



研修を企画するときは、
まず認定基準の3つを確認！

• 認定基準1の「看護の内容を主とするも
の」とは、看護職による講演や発表のこ
とです。糖尿病に関連するかどうかは問
いません。グループワークや事例検討会
なども、2点の必須項目を満たせば、認
められます。

• 認定基準2は、院内職員だけの研修会
などは認められない、となります。この申
請が通れば、インターネット上で研修会
の概要が掲示されますので、参加希望
者を受け入れられるように、企画をして
いただく必要があります。



認定基準の3つを満たしていれ
ば、次は研修会の代表者につ
いて確認！

研修会の代表者※の職種は何でしょうか？

看護職であれば、「看護の内容を主とする研
修時間」が全研修時間の3割以上

看護職以外であれば、「看護の内容を主とす
る研修時間」が全研修時間の5割以上

含まれていれば申請ができます。

※研修会の代表者とは、研修会の主催団体代表者のことで
あり、例えば病院内で企画したものは、企画者が看護職で
も主催団体は病院となるため、代表者は病院長（医者であ
ることが多い）となります。多施設の代表者などで構成され
る、チームなどの団体が企画したものは、その団体の代表
者となります。団体は参加証に押印するための、団体名の
印鑑を持つ必要があります（個人印は不可となります）。



次は研修時間の計算方法です
その①

• 一番シンプルと思われる研修会の
モデルです。

• 研修会を承認できる一番短い時間
が90分となります。

• 90分の講演全てを看護職が担当し
ていれば、看護の時間の割合に注
意する必要がなくなります。



研修時間の計算方法
その②

• 数時間の複雑な研修のモデルです。

• 左記の資料に詳細が記載されています
が、考え方として大切なことは、全体の
研修時間のうち、看護の時間が5割以
上（主催代表者が看護職であれば3割
以上で可）含まれるように組み立てるこ
とです。

次ページでは、間違えやすいシンポジウムや
グループワークの考え方、インターネットを使
用するサテライト方式についてご説明します。



シンポジウムの
研修時間の計算方法

• シンポジウムでは、多職種がテー
マについて発表しますが、看護の
時間となるのは、看護職の発表時
間だけとなります。そのため、必ず
それぞれの発表時間を明記してい
ただく必要があります。

• 全体ディスカッションは、

ディスカッション全体の時間÷全講師
人数×看護職人数

で、看護の時間を計算します。



事例検討（グループワーク）の
研修時間の計算方法

• グループワークを含む研修会は、
2点の注意点を満たす必要があり
ます。

①進行およびまとめは看護職が実
施すること

②参加者8～10名に少なくとも1人以
上の看護職のファシリテーターを準
備すること

どちらも満たしていれば、事例検討
の時間全体を看護の時間として認
めることができます。



• サテライト方式でも研修は認めら
れます。左記に研修モデルをお
示しします。

• 条件として、

サテライト会場でも本会場との質疑
応答ができること

機器故障時の対応者が配置されて
いること

が必須となります。

インターネットを使用する
サテライト方式の
研修時間の計算方法



1群申請ができるとわかれば、
次は申請方法！
主催者申請か？共催申請か？

• 主催者申請の考え方としては、研修
を主催する団体は、参加証に押印す
るための、団体名の印鑑を持つ必要
がある。

• 共催申請の考え方としては、
研修を主催する団体は、7つの基準
すべてを満たしている必要がある。

• 主催者申請に比べて、共催申請では、
取得単位が２倍となります。是非、申
請していただきたいと思います。



申請方法までが決まったら実際の申請へ！

日本糖尿病教育・看護学会
ホームページへ

ここをクリック！



日本糖尿病教育・看護学会の
ホームページへ

主催者申請の方は
ここをクリック！

共催申請の方は
ここをクリック！



ここからは認定申請システムにログインします

案内に従って、必要な項目を
入力してください。



おわりに

• 看護師を対象に研修会を企画される
場合は、ぜひ第1群看護の研修会の
単位申請につなげていただければと
思います。

• 日本糖尿病教育・看護学会のホーム
ページでは、認定申請に関するＱ＆A
も掲載しています。参考にしてください。


